
事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 ごみ減量対策事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 市民生活部　生活環境課 担当者 阿波　一世
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 06 次代に引き継ぐ豊かな自然と環境
施策 02 5Rによる循環型社会の実現
基本事業 01 廃棄物抑制の推進

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 4年度 5年度 6年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 24,262 21,721 24,874 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
4年度 5年度 6年度 7年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
可燃ごみの減量化を図る。

事業の概要
さくら市可燃ごみ処理手数料徴収等委託業務処理要領により、受託者（指定袋販売店）に対
して安定的な「ごみ処理券付き袋（指定袋）」の供給をする。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動
市民１人1日当たりの可燃ごみ排出
量

g 677 673 650 645

達成度の
評価と説明 説明

令和５年度計画(目標)655gに対して、実績673ｇとなったため

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 生ごみ処理機器設置事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 市民生活部　生活環境課 担当者 阿波　一世
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 06 次代に引き継ぐ豊かな自然と環境
施策 02 5Rによる循環型社会の実現
基本事業 01 廃棄物抑制の推進

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 4年度 5年度 6年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 491 563 499

■前年度の事業分析【評価（Check）】
4年度 5年度 6年度 7年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
各家庭等から排出される厨芥類を生ごみ処理機器で自家処理することにより減量化・資源化
を図る。

事業の概要
生ごみの減量化・資源化のため、各家庭等から排出される厨芥類を自家処理するために処理
機器を設置した者に補助金を交付する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 補助による生ごみ処理機器の設置数 基 46 59 35 35

達成度の
評価と説明 説明

令和５年度計画(目標)35基に対して、実績59基となったため。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 不法投棄対策事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 市民生活部　生活環境課 担当者 阿波　一世
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 06 次代に引き継ぐ豊かな自然と環境
施策 02 5Rによる循環型社会の実現
基本事業 02 不法投棄等の不適正処理の抑制

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 4年度 5年度 6年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 3,674 3,796 7,289 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
4年度 5年度 6年度 7年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
廃棄物の不適正処理（不法投棄や不適正な土砂等の埋立て、野焼き等）の早期発見及び未然
防止を図り、市民の良好な生活環境保全に資する。

事業の概要
廃棄物の不適正処理の早期発見及び未然防止のために廃棄物・土砂等埋立監視員が必要な職
務を行なう。（勤務：月２０日以内）

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 不適正処理事案通報件数 件 11 10 10 10

活動
不適正処理指導及び不法投棄物回収
件数

件 15 25 35 30

達成度の
評価と説明 説明

指標1については、令和５年度計画10件に対し、実績10件と計画値と同数になったため
指標2については、令和５年度計画40件に対し、実績25件と15件の減となったため。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 資源ごみ回収報償金事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 市民生活部　生活環境課 担当者 阿波　一世
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 06 次代に引き継ぐ豊かな自然と環境
施策 02 5Rによる循環型社会の実現
基本事業 03 リサイクルの促進

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 4年度 5年度 6年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 427 386 400

■前年度の事業分析【評価（Check）】
4年度 5年度 6年度 7年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
資源ごみの回収量を増加させる。

事業の概要
市が認めた回収団体に対して、回収重量１ｋｇ当たり１０円の報償金を口座振替にて交付す
る。（３ヶ月単位で処理。振込日は、７月・１０月・１月・４月の末日）

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 資源ごみ回収量 ㎏ 42,683 38,606 49,000 49,000 

達成度の
評価と説明 説明

令和５年度の計画は48,500ｋｇに対し、実績38,606ｋｇと9,894ｋｇの減となったため。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 ごみ収集事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 市民生活部　生活環境課 担当者 阿波　一世
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 06 次代に引き継ぐ豊かな自然と環境
施策 02 5Rによる循環型社会の実現
基本事業 05 ごみの収集・処理体制の適正化

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 4年度 5年度 6年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 110,499 114,998 123,722 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
4年度 5年度 6年度 7年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
一般家庭から排出される一般廃棄物等を安全かつ適切に収集する。

事業の概要
一般家庭から、分別ルールに従って排出された、一般廃棄物（可燃ごみ・不燃ごみ・資源
物）を各ごみステーションより、指定日に迅速かつ漏れなく収集運搬を行なう。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 ごみ収集時の事故件数 件 0 1 0 0

活動 トンあたりの収集コスト 円 36,170 39,234 50,000 50,000 

達成度の
評価と説明 説明

指標１については、令和５年度計画0件に対し、実績1件となり未達であった。
指標２については、令和５年度計画157,000円に対し、実績39,234円と117,766円の減となり
達成している。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 声かけ収集事業 事業開始年度 平成25年度
担当課 市民生活部　生活環境課 担当者 阿波　一世
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 06 次代に引き継ぐ豊かな自然と環境
施策 02 5Rによる循環型社会の実現
基本事業 05 ごみの収集・処理体制の適正化

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 4年度 5年度 6年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 1,798 1,707 2,262 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
4年度 5年度 6年度 7年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
高齢者世帯や障害者世帯の家庭ごみを戸別回収することにより、ごみ搬出に係る負担を軽減
し、併せて安否の確認が行える。

事業の概要
ごみの収集は、各利用者の希望する曜日に合わせ、週１回とする。臨時職員、1名体制。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 緊急連絡先への通報件数 件 0 0 0 0

達成度の
評価と説明 説明

対象世帯について、令和５年度中は、警察署又は消防署への緊急連絡は無かった。

見直し余地


